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Problem of Article 24 of the Japanese Constitution
and the Family Law
Takeshi TOMINAGA
Summary：Various problems happen over a family in our country. For example,
the inheritance of the child born out of wedlock, the couple same family name, the
remarriage prohibition period of the woman. There is a problem of the way of the
family in this root. And it comes from constitution Article 24. Keywords to think
about the problem are “personal dignity” and “the protection of the family”. It was
argued about the problem of the family way after constitutional establishment.
At first, retroactively to constitution establishment, I take up the discussion in the
Imperial Diet at the time of the establishment and a discussion over the civil law
revision. Secondly, in this article, I add consideration about “personal dignity” and
relations of “the protection of the family” through the examination of the theory.
In conclusion, in today, I point out the importance of the group called the family as

























































































































































































































































































































































































































































































































































同 条第 2項 戸主ノ変更アリタル場合ニ於テハ旧戸主及其家族ハ新戸
主ノ家族トス
第733条第 1項 子ハ父ノ家ニ入ル
同 条第 2項 父ノ知レサル子ハ母ノ家ニ入ル
同 条第 3項 父母共ニ知レサル子ハ一家ヲ創立ス
第735条第 1項 家族ノ庶子及ヒ私生子ハ戸主ノ同意アルニ非サレハ其家
ニ入ルコトヲ得ス
同 条第 2項 庶子カ父ノ家ニ入ルコトヲ得サルトキハ母ノ家ニ入ル
同 条第 3項 私生子カ母ノ家ニ入ルコトヲ得サルトキハ一家ヲ創立ス
















































法著作選集 第 1巻』（日本評論社，平成 4年）80頁以下．
（22）川島武宜「新憲法と家族制度―民法改正要綱を中心として―」『川島武





































論の立場から―」『京都産業大学論集』24巻 4 号（平成 6年）99頁以下に
詳しい．高井教授は，アメリカの家族をめぐる理論を踏まえつつ，「日本
国憲法は，一方において13条で伝統―近代立憲主義の意味における―
を守ることを意図しており，その中には家族の自律性の保障も含まれる
と考えてよいであろう．しかし，その家族がいかなる家族あるべきかと
いうと，それは性別分業に基づく核家族ではなく，性別分業の克服を目指
すものであることを24条は要求していると解すべきではないか」と説い
ている（同論文103頁）．
（34）例えば，君塚正臣教授は，「24条は『個人の尊厳と両性の本質的平等』に
沿った立法を求めているように，個人の尊重や男女平等は『家族』に優先
するものであろう〔…〕日本国憲法はそれまでの日本が集団主義的であり
すぎたことの反省から『人間の尊厳』ではなく『個人の尊重』を平等と並
ぶ基本権規定の指導原理に選んだと解されよう」と説いている．君塚「日
本国憲法24条『家族』の法意」『法律時報』70巻 6 号（平成10年）103頁．
（35）若尾典子教授は，24条を家族保護条項でないとし，「24条は，『家』制度で
あれ，近代家族制度であれ，特定の家族像を強制することを否定した規範
である」と説いている．若尾「女性の人権と家族―憲法二四条の解釈を
めぐって」『法政論集』213号（平成18年）138頁．
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（36）山崎将文「憲法における個人と家族」『憲法論叢』16号（平成21年）61頁．
（37）樋口陽一・吉田善明編『解説世界憲法集（第 4版）』（三省堂，平成13年）
247頁〔初宿正典〕．
（38）初宿正典・辻村みよ子編『新解説世界憲法集（第 3 版）』（三省堂，平成
26年）174頁〔初宿〕．
（39）初宿・辻村編・前掲書136～137頁〔田近肇〕．
（40）阿部照哉・畑博行編『世界の憲法集（第 4 版）』（有信堂高文社，平成21
年）229頁〔尹龍澤〕
（41）阿部・畑編・前掲書318頁〔中川剛・中川丈久〕
（42）例えば，辻村教授は，「（Ａ）社会主義国型憲法の場合には社会・経済政
策や人口政策的な観点からの国家による統制の面が強く，（Ｃ）発展途上
国の場合には貧困からの解放や自由意思に基づく婚姻，女性・子どもの保
護が重視される」，「（Ｂ）の先進資本主義型憲法の場合には，社会国家理
念に基づいて社会福祉の観点から家族の保護を定めると同時に，個人の
婚姻の自由や家族形成権，プライヴァシー，配偶者間の平等が強調され，
個人主義原理が基調となっている」と説いている．辻村・前掲書（註31）
20頁．
（43）米沢広一『子ども・家族・憲法』（有斐閣，平成 4年）274～278頁．
（44）米沢広一「憲法と家族法」『ジュリスト』1059号（平成 7年） 8頁．
皇學館大学『日本学論叢』 第７号
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